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エゴノキの生長及び収穫

が，例えば辺野喜担当区での毎木調査の結果は第
はじめに

１表のようになった（奥公有林は省略）。

最近徐交にでばあるが，タイワンハンノキとか 第１表でも分るように，エゴノキ林分として調

エゴノキの造林がなされつつある。リュウキュウ 査したが，その他の広葉樹も混交しており，エゴ

マツの拡大造林も非常に結構ではあるが，反面，ノキの本数割合は全体の約64％，材積歩合は約８６

かかる有用広葉樹の造林も大いに奨励さるべきだ ％となっていて，エゴノキの純林とはいえない

と考えている。ところで，これらの樹種がどの位が，沖縄でこれ以上のエゴノキ林分を探すことば

の生長をするだろうかということについては資料 困難なので，かかる林分をエゴノキ林分として説

の徴すべきものがない。 明を進めることにする。

幸にして筆者は，琉球政府林務課の委嘱をうけ
３．単木当り生長量

エゴノキ林分の調査をする機会に恵まれたので，

その調査結果を次にのべる。 単木当り生長量を表示すると第２表のようにな

る。第２表で単木当り連年直径生長量は，辺野喜
２．本数

担当区で採取した５本の標本木から，夫☆の連年

調査地は辺野喜担当区54林班は小班から１箇 皮付直径生長量を計算し，更にそれらの値を用し、

所，奥公有林60林班ろ小班から２箇所選定したて最小自乗法で直径生長量と直径の回帰式（ｙ＝

－…

第１表辺野喜担当区54はエゴノキ林分 (20ｍｘ２０ｍ）
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第２表単木当り生長量

単木当り連年直
径生長量ｃｍｚ 鬘蕊薑連彌|本直径ｃ〃 単7k材積
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194.2325

生長率 9.88％
Ｌ、

0.4657＋0.046ｌｘ－０．００３ｌｘ-）を決定し，そののとき極大となり，連年材積生長量は14c〃のとぎ

回帰式から直径毎に計算したものである。が極大で，１６c狐以上では減少しているが，ただこ

単木当り連年材積生長量は，単木材積から２c〃の極大点の位置は林分の生育状態によって異なっ

生長するに応ずる材積生長量を計算し，それと単てくる。さらに，本林分は23年生であるが，材積
木当り連年直径生長量から算出したものであり，生長率は約10％で，良好な生長をしていることが
単木材積は5本の標本木から2変数材積式によって分る。

材積式を決定し(logＶ＝Ｚ､5438＋2.25361ｏｇＤ)，なお，２調査地から採取した15本の標本木（上
直径階毎に材積を計算したものである。記５本の標本木も含めて）から３変数材積表を作
第２表から連年直径生長量は，胸高直径が８cjiz 製して第３表に示した。

第３表エゴノキ材積表
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一般的基準として，構造材生産は，林木の原形

的利用を目的とし，良質木の材積生産が最大にな

るように技術を選択し，原料材生産は，木材を組

成する有機物利用を目標にし，林の全乾重量生長

が最大になるような方向の技術を選び，燃料材生

産は，元来材木のもつ熱量を利用するのが目的で

あるから，熱量生長が最大になるような施業技術

を選ぶべきであろう。

このような基準に従えば，エゴノキの生産目標

は構造材生産か原料材生産が妥当と思われる。

次に，第４表は現実林分の平均的な収穫量を予

測するために調製したものであるが，本収穫は全

く保育的施業の行われていない現実天然生林につ

いて調製されたものであるから，今後積極的な保

育をおこなって収穫量の増大を図ろ努力がなされ

たならば，本収穫表は当然修正されるべきであ

る。

最後に保育面についての私見をつけ加えておき

たい。

１）エゴノキの林だと見られる林分でも，現実

標本が少ないので後日修正されるべき表ではある

が，第３表とオキナワシイを主体とした常緑広葉

樹の材積表とを比較した場合，樹高を増すに従っ

て常緑広葉樹より完満になる傾向のあることがう

かがえる。

４．収穫

最初に生産の目標についてのべてふよう。

森林には，いわゆる間接的効用，すなわち水源

林とかその他の木材生産物以外の使命もあるが，

森林生産の場では，経済性の獲得が重視されてい

る。

一般に林業の生産目標は，利用目的に従って，

用材林と薪炭林に大別されているが，今日のよう

に，木材利用の技術や流通経済の発達した時代に

は用薪材の区分だけの生産目標では，従業体系や

施業技術の具体的選択もむつかしく，経営の経済

性の検討や予測も困難である。

この点から，生産目標は構造材,原料材,燃料材

に分けることが適当だと考えられる。すなわち／

盛ｸｸ』

第４表エゴノキ林分収穫予想表
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は主に原料材として利用する），１５年前後に２回

目の間伐を実施し（これは20年前後にｈａ当り，

41000本内外の本数にすることを目標にし，村は

原料材及び構造材として利用する），２０年前後で

主伐をおこなう。

なお、シッキ材その他特殊目的のために伐期を

のぼすにしても２５年位までが適当だと考えられ

る。 （砂川季昭）

林はその他の広葉樹がかなり混入している。これ

は成立の原因が天然生林であるという理由による

のだろうが，かかる林分は積極的に保育して生長

量の高いエゴノキ林分に導くことが大切である。

２）人工造林の際は，ｈａ当り本数を検討する必

要がある。すなわち，エゴノキは短伐期施業が有

利だと考えられるから，当初は密植し10年前後で

１回目の間伐をおこない（これは15年前後にha当

り5,000本内外の本数にすることを目途にし，材
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